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島嶼北ゲルマン語における前置詞表現の研究 Research Project

Project/Area Number 14710371

Research Category Grant-in-Aid for Young Scientists (B)

Allocation Type Single-year Grants

Research Field ⾔語学・⾳声学

Research Institution Kanazawa University

Principal Investigator ⼊江 浩司   ⾦沢⼤学, ⽂学部, 助教授 (40313621)

Project Period (FY) 2002 – 2004

Project Status Completed (Fiscal Year 2004)

Budget Amount *help ¥2,100,000 (Direct Cost: ¥2,100,000)
Fiscal Year 2004: ¥900,000 (Direct Cost: ¥900,000) 
Fiscal Year 2003: ¥600,000 (Direct Cost: ¥600,000) 
Fiscal Year 2002: ¥600,000 (Direct Cost: ¥600,000)
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Research Abstract 今年度初頭に、前年度の研究成果に基づく「フェーロー語の所有代名詞と所有の属格と所有関係を表わす前置詞について」と題する論⽂を印刷・公表した。 
今年度は次の2件の⼝頭発表を⾏った:(1)"Possessor Coding in Faroese and the Nominal Hierarchy"(フェーロー語学に関する国際ワークショップ、平成16
年6⽉21⽇、アイスランド国⽴⼤学)、(2)「フェーロー語の⼆つの属格」(⽇本⾔語学会第129回⼤会、平成16年11⽉20〜21⽇、富⼭⼤学)[発表の概要は『⽇
本⾔語学会第129回⼤会 予稿集』pp.237-242に掲載]。 
(1)の研究発表では、フェーロー語の所有表現のうち(a)全体と部分の関係、(b)親族関係、の⼆つを特に取り上げ、所有代名詞や前置詞句など、所有者を表わす
名詞類がとる形態の分布傾向が、いわゆる名詞句階層に沿った分類を⾏なうことで整理できることを⽰した。 
(2)の研究発表は今年度9⽉上旬に⾏なったフェロー諸島における現地調査の結果を踏まえたもので、フェーロー語では固有名詞など名詞の⼀部に新しい属格が
⽣じており、その分布を明らかにすることにより、(a)連体修飾成分として所有表現に現れる場合、(b)属格と結びつく前置詞の⽬的語として現れる場合、とい
う⼆つの機能的な区分にほぼ対応して属格の形態が⼆分化する傾向にあることを⽰した。 
また、(2)の研究発表の内容を発展させ、「フェーロー語の属格とその代替表現の分布」と題する論⽂の形で『⾦沢⼤学⽂学部論集 ⾔語・⽂学編』第25号に投
稿し、現在印刷中である。 
今年度の補助費は、上記(1)のアイスランドにおける⼝頭発表と、9⽉上旬にフェロー諸島において実施した現地調査のための旅費として使⽤した。
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